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何から始める︖研究データ
管理基盤「GakuNin RDM」 
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総合 理⼯ ⼈⽂社会 医学 企業研究部⾨

GakuNin RDMの利⽤機関数

『GakuNin RDM 利⽤機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2 2

(2025年5⽉現在)

181機関
ユーザー数︖

https://support.rdm.nii.ac.jp/about/


１．GakuNin RDMって何︖（再確認）
２．GakuNin RDMを使うには（導⼊準備）
３．GakuNin RDMの使い⽅（基本操作）
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１．GakuNin RDMって何︖
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（再確認）



5

「私」はGakuNin RDMが使えるか︖
https://rdm.nii.ac.jp/

プルダウンメニューに
⾃分の所属機関名が

あるか︖



２．GakuNin RDMを使うには
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（導⼊準備︓２つ）



① GakuNin RDMの利⽤申請をする
• 機関の中で、担当部署（機関管理者）と利⽤範囲を決める
• 担当部署からNIIに利⽤申請を出す
• 機関内の⼀部組織（部局）からの申請も可

② 学認（GakuNin）に参加申請をする
• 学術認証フェデレーション（認証連携のしくみ）

ü②→①の順序
ü①は必須
ü②学認（GakuNin）に参加せずにGakuNin RDMを利⽤することは可能

（ただし、GakuNin RDMの機能を⼗分に活⽤することができない）
7

導⼊準備 詳細はこのあと
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準備完了︕
https://rdm.nii.ac.jp/ プルダウンメニューに

機関名が表⽰される
ようになる

（所属機関のログイン画⾯）

（GakuNin RDMにログイン）



３．GakuNin RDMの使い⽅
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（基本操作︓４つ）



• ログインできただけではGakuNin RDMは利⽤できない
→GakuNin RDMのユーザーアカウントを設定する（初回のみ）

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/LogInAndOut-02/
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基本操作①GakuNin RDMのアカウントを作る

（動画マニュアルもあり）

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/LogInAndOut-02/


• プロジェクト＝研究データや関連資料を整理・管理・共有するための
作業単位（ワークスペース）

• ファイルをまとめて管理できる「箱」or「部屋」のようなもの
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基本操作②プロジェクトを作る



• プロジェクト「テストプロジェクト」トップ画⾯
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基本操作②プロジェクトを作る →完了



• PCからドラッグ＆ドロップでファイルを保存
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基本操作③ファイルを保存する

NII Storage

NII標準ストレージ
（１ユーザー100GB）

（フォルダを作成して整理も可）



• メンバーを追加し、権限を設定する
https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/Project-10/
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基本操作④メンバーを招待して、ファイルを共有する

Suzuki AAA

Sato BBB

Yamada CCC

⾃分

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/Project-10/
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基本操作（まとめ）プロジェクト＋メンバー＋ファイル

チームA

チームB

機能検討会

共同研究〇〇⼤学



４．GakuNin RDMにできること
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（強み︓５つ）
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強み①学内で提供されているストレージと連携できる

①NII標準ストレージ

②機関ストレージ

機関の
システム管理者

③拡張ストレージ
エンドユーザー
（プロジェクト
管理者）

①②のどちらかを
選択して全学
ユーザーに提供

（機関が準備するストレージ）

必要に応じて
⾃分のプロジェクトに
拡張ストレージを接続可

システム管理者は
学内で利⽤できる
拡張ストレージを
あらかじめ設定

l 主要プロバイダーのオブジェクトストレージや、所属機関のオンプ
レミスサーバーのオブジェクトストレージを、②③として利⽤可能

 ※制限事項︓https://support.rdm.nii.ac.jp/adminmanual/StorageRestrictions/
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強み②ラボ内で研究データを共有できる

18

l 「プロジェクトの階層化」と「メンバー
管理機能」により、ラボ内の研究データ
を効率的に共有・管理可能

教員 学⽣A 学⽣Bラボ全体のプロジェクト

学⽣Aのプロジェクト

学⽣Bのプロジェクト
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強み③学外者とも研究データを共有できる

IdP
（認証システム）

IdP IdP

B⼤学 C研究機構A⼤学

l 他機関（GakuNin RDM利⽤機関）の研究者をプロジェクトメンバーに
追加することにより、安全かつ効率的に研究データの共有が可能

学術認証 フェデレーション
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強み④解析できる

Launch
実⾏環境定義

プログラム

出⼒ファイル

⼊⼒データ

l データ解析環境をGakuNin RDMから1クリックで構築
l JupyterHub がインストールされた計算機と連携
l NII所有の計算機のほか、mdx などの外部計算機とも連携可能
※オプション「データ解析機能」https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/DataAnalysis-01/

HPCI

⼤学



21

強み⑤メタデータを付与できる

研究データ メタデータ

＋

①ファイルメタデータ ②プロジェクトメタデータ

l ①＋②→内閣府「公的資⾦による研究データの管理・利活⽤
に関するメタデータの共通項⽬」（共通15項⽬）に対応（⼀括保存）



5．今のGakuNin RDMには
苦⼿なこと
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（弱み︓２つ）
（解消済︓１つ）



① ⼤容量データの取扱い
【GakuNin RDMで管理可能なデータ】

・NII標準ストレージ︓1ユーザー100GB
・1ファイル5GB未満

※各機関で、機関ストレージや拡張ストレージを準備いただく必要

② 未導⼊機関の研究者との共同研究
• 機関（または部局等）から利⽤申請をいただくことが原則だが、

困難な場合がある
※NIIで、対応を検討中
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GakuNin RDMの弱み



③ GakuNin RDM上でファイル編集ができない
 ※【2025/6/5】Office系ファイル編集機能リリース
 https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/FileHandling-04/
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GakuNin RDMの弱み（解消済）

OnlyOfficeで編集

2025年6⽉５⽇

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/FileHandling-04/


③ GakuNin RDM上でファイル編集ができない
 ※【2025/6/5】Office系ファイル編集機能リリース
 https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/FileHandling-04/
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GakuNin RDMの弱み（解消済）

OnlyOfficeで編集

2025年6⽉５⽇

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/FileHandling-04/


６．GakuNin RDMの
利⽤⽀援ツール
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（ご紹介︓２つ）
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ツール①GakuNin RDMサポートポータル
https://support.rdm.nii.ac.jp/ ※ユーザーマニュアル掲載

https://support.rdm.nii.ac.jp/


https://lms.nii.ac.jp/
• 教育コンテンツと受講履歴を提供する学習管理システム
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ツール②学認LMS︓GakuNin RDM利⽤⽀援コース

これからGakuNin RDMを使い始める⽅や
GakuNinRDMをもっと活⽤したい⽅を対象

GakuNin RDMを研究室で利⽤する⽅で、ご
⾃⾝の研究活動にあわせた基本的な操作をで
きるようになりたい⽅におすすめ

【新】2025年6⽉10⽇公開

https://lms.nii.ac.jp/


rcos-ext@nii.ac.jp
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